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連結業績及び個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 
 

令和４年12月期（令和４年１月１日～令和４年12月31日）の連結業績及び個別業績につきまして、前期（令和

３年１月１日～令和３年12月31日）の実績と比較して差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

１. 連結業績の前期実績との差異 

（１）令和４年 12月期連結業績と前期実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 

（令和３年 12月期） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

3,504 △102 △104 △106 △4.83 

当期実績（B） 

（令和４年 12月期） 
3,501 49 51 138 6.28 

増減額（B－A） △３ 151 156 245 － 

増減率（％） △0.1 － － － － 

 

（２）差異の理由（連結業績） 

売上高につきましては、新収益認識基準の適用による影響のほか、世界的な半導体・部品不足等の影響に

よる製品売上の鈍化、また一部顧客のプロジェクト規模大幅縮小等の影響があったものの、MVNO事業におけ

る携帯電話端末や音声・データ通信サービス、またモバイル WiFiルーターの月額利用料金がストック収益と

して順調に積み上がったこと等を主な要因として、前期実績とほぼ横ばいという結果になりました。 

営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益については、上記のとおり MVNO事業におけるス

トック収益が順調に積み上がったことや、エンジニア稼働率の向上等の開発コストの適正化等に取り組んだ

結果、前期実績との比較においていずれの損益についても増加しました。 

 

２. 個別業績の前期実績との差異 

（１）令和４年 12月期個別業績と前期実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

（令和３年 12月期） 612 △103 △100 △70 △3.20 

当期実績（B） 

（令和４年 12月期） 
600 △62 △56 △12 △0.56 

増減額（B－A） △11 41 44 58 － 

増減率（％） △1.9 － － － － 
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（２）差異の理由（個別業績） 

売上高につきましては、受託開発案件における主要顧客の予算削減による開発案件の規模縮小等を主な理

由として前期実績より 1.9％の減少となりました。 

営業利益、経常利益及び当期純利益につきましては、上記のとおり主要顧客の予算削減による開発案件の

規模縮小等を要因としていずれも赤字となりましたが、エンジニア稼働率の向上等の開発コストの適正化に

取り組んだ結果、いずれの損益も前期比で改善いたしました。 

 

以 上 


